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特集１
情報関連企業による
「沖縄力発見ツアー2014」を実施

ワーキング・ディナーにおける意見交換

下地沖縄県商工労働部長によるプレゼン風景

河合局長によるプレゼン風景

沖
縄
力
発
見
ツ
ア
ー
の
初
日（
29
日
）は
、

県
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
19
社
の
幹
部
等
の

方
々
と
、
後
藤
田
内
閣
府
副
大
臣
、
川
上
沖

縄
県
副
知
事
、
県
内
経
済
界
関
係
者
等
の

方
々
と
の
間
で
ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

内
閣
府
は
、
５
月
29
日
（
木
）
〜
５
月
30
日
（
金
）、
県
外
の
情
報
関
連
企
業
の
幹
部
等
の
方
々
に
沖
縄
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
沖
縄
力
）
や
独
自
の
特
区
・
地
域
制
度
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
見
て
い
た
だ
く
、「
沖
縄
力

発
見
ツ
ア
ー
２
０
１
４
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
で
は
、
沖
縄
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
、
情
報
関
連
企
業
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
視
察
を
行
う
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
へ
の
投
資
促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振
興
に
つ
い
て
、
地
元
の
情
報
関
連
企

業
と
の
意
見
交
換
等
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
デ
ィ
ナ
ー
の
冒
頭
、
後
藤

田
副
大
臣
か
ら
、
沖
縄
は
、
成
長
著
し
い
ア

ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る「
地
の
利
」な
ど
、

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
地
域
で
あ
り
、
ま

た
、
今
年
度
か
ら
は
、
新
た
な
特
区
・
地
域

制
度
が
施
行
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ツ
ア
ー
を

機
に
、
情
報
関
連
企
業
と
沖
縄
県
の
産
業
界

と
が
互
い
に
力
を
合
わ
せ
、
沖
縄
へ
の
投
資
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視　

察

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
の
声

県
内
情
報
関
連
企
業
と
の
意
見
交
換

沖縄ＩＴ津梁パーク内での説明風景

沖縄科学技術大学院大学キャンパスツアー

県内情報関連企業との意見交換

促
進
や
新
た
な
産
業
の
創
出
・
振
興
が
よ
り

一
層
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
、
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
に
先
立
っ
て
、
河
合
沖

縄
総
合
事
務
局
長
か
ら
「
成
長
す
る
ア
ジ
ア

の
中
心
に
位
置
す
る
沖
縄
」
に
つ
い
て
、
ま

た
、
下
地
沖
縄
県
商
工
労
働
部
長
か
ら
「
沖

縄
振
興
税
制
と
沖
縄
県
の
支
援
策
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
県

内
の
情
報
関
連
企
業
と
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

県
外
の
情
報
関
連
企
業
か
ら
は
、「
ベ
ト
ナ

ム
で
の
オ
フ
シ
ョ
ア
開
発
を
行
っ
て
お
り
、

ニ
ア
シ
ョ
ア
開
発
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
活
用
と

い
っ
た
面
で
沖
縄
と
競
合
す
る
面
が
あ
る

が
、
ベ
ト
ナ
ム
と
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
（
競

争
相
手
）
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ど
ち
ら
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
か
。」、「
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
や

人
材
育
成
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
は
本
土
（
東
京
）

と
違
い
は
あ
る
の
か
。」
と
の
意
見
が
あ
る

一
方
、
県
内
の
情
報
関
連
企
業
か
ら
は
、「
ベ

ト
ナ
ム
と
は
機
能
分
担
す
る
こ
と
で
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
れ
る
。」、「
沖
縄
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
が
強
い
た
め
、
人
材
育
成
に
は
良
い
環

境
に
あ
る
。」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
参
加
者
か
ら
は
、

・
国
や
自
治
体
の
企
業
へ
の
支
援
策
が
豊
富

に
あ
り
余
計
に
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
こ

と
に
加
え
、
関
東
や
関
西
か
ら
の
仕
事
も

受
託
し
て
い
る
現
場
を
み
て
、
距
離
を
克

服
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。

・
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
等
の
拠
点
整
備
は
着

実
に
進
ん
で
い
る
が
、
各
企
業
等
と
の
連

携
を
図
る
上
で
ア
ク
セ
ス
に
課
題
が
あ
る

の
で
、
ア
ク
セ
ス
の
向
上
が
産
業
振
興
を

図
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

・
国
は
も
と
よ
り
、
沖
縄
県
や
関
係
自
治
体
の

企
業
誘
致
の
積
極
性
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
若

い
世
代
の
人
材
育
成
に
も
期
待
が
も
て
た
。

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
お
い
て

は
、
同
大
学
の
概
要
説
明
の
ほ
か
、
オ
ー
プ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｔ
セ
ク
シ
ョ

ン
の
業
務
説
明
に
加
え
、
同
大
学
内
の
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。

・
各
種
支
援
策
は
あ
る
も
の
の
、
統
合
的
な

戦
略
や
推
進
す
る
た
め
の
戦
術
が
十
分
で

な
い
と
感
じ
ら
れ
た
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

や
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て
力
を
付
け
て

き
た
ア
ジ
ア
の
消
費
者
に
、ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と

で
大
き
く
飛
躍
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

内
閣
府
で
は
、
今
回
の
沖
縄
力
発
見
ツ

ア
ー
で
頂
い
た
様
々
な
方
々
の
ア
ド
バ
イ

ス
、
お
声
を
今
後
の
取
組
に
い
か
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

翌
日
（
30
日
）
は
、浦
添
市
所
在
の
フ
ァ
ー

ス
ト
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会

社
、
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
内
に
所
在
す
る

進
出
企
業
（
一
般
社
団
法
人
沖
縄
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
ラ
ト
リ
、
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
）、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、
名
護
市
所
在

の
み
ら
い
１
号
館
、
２
号
館
及
び
４
号
館
に

所
在
す
る
進
出
企
業
（
株
式
会
社
テ
ィ
ー
ダ

ワ
ー
ク
ス
、
ク
オ
リ
サ
イ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ズ
株
式
会
社
、
名
護
イ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株

式
会
社
）
を
そ
れ
ぞ
れ
視
察
し
ま
し
た
。
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